
令和４年度　職員による学校自己評価（中間評価）

A B C D

【新たな取組】
・新設SSH科目「サイエンスイングリッシュ」の実施
・海外校とのオンライン交流（３年理数科）　６月１６日　オーストラリアWenona高校
・課題研究構想相談会　６月１６日
・KDDI(株)による５G/XR体験講座　９月２０日

【例年の取組】
・SSH科目「グローバルサイエンス」「アカデミックサイエンス」での特別講義の実施
・探究活動の実施
　「科学リテラシー」「一人一研究」「課題探究（普通科）」「課題研究（理数科）」
・第36回　SSHサイエンスフォーラム　５月１０日
・「SSHミニフォーラム」　５月２４日「SDGs」
・「科学に親しむ教室」（地域貢献のための取組）　７月２９日　８月５日
・「東北サイエンスツアー」　８月１日～３日
・各種科学コンテストへの参加

・学校長のリーダーシップのもと、全教員の協力が得られているおかげで、ほぼ
計画通りに実施できている。
・20年目を迎えたSSHであるが、新たな連携先を探ったり最新技術を紹介して
もらう講演会を企画するなど、多くの職員の尽力によって生徒にとって魅力的で
学校の特色を生み出す事業が出来ている。
・コロナ禍においても、工夫して探究活動を推進してきた。
・後期にはSSH第５期の中間審査が控えているため、それに向けて十分な準備
を進めている。

月に1回程度(年8回)のオンライン・探究学習日を設けた。前期は5月～8月に4回実施。(中学)
昨年の反省を踏まえ、今年度はオンライン授業・探究学習日の午後の探究計画を立て、ふりかえ
りを行うシステムを実行している。(中学)

今年度はOUTPUTを目標としているが、今後は授業の形態の改善を更に進め
る必要がある。(中学)

80.71
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新しい学校づくりに向け、
普通科教育・理数科教
育・中高一貫教育および
SSH5期のプログラムに
ついて更に研究を深め実
践することができたか。

19 37 5

25　長野県屋代高等学校・附属中学校

職員による中間評価　A：十分　　B：概ね十分　　C：やや不十分　　D：不十分　　　　　回答総数　61

評価項目 評価の観点 前期の取り組み 前期の成果と反省・後期への課題
職員評価

指標

1/4



A B C D

夏期休業中には補習を5日間、学習合宿の代わりとして同様の日程で学校学習を3日間実施し
た。学校学習には毎日希望者100名余が参加して長時間学習に取り組んだ。(高３)
「文理別キャリア講演会」「つくばサイエンスツアー」「屋代ミニ大学」等の企画を計画実行できた。
(高２)
夏休みのジョブシャドウイング、6月と9月に社会で活躍する本校OBによるキャリア講演会を実
施することで進路を考える機会を提供できた。また、その経験が学習への意欲を高める結果につ
ながった。（高１）

9月からの朝・放課後・土曜補習への参加や1棟での自主学習等を通じ、集団と
して受験に取り組んでいくよう指導・支援する。(高３)
コロナ禍のためオープンキャンパスなどで大学を見学することが思うようにでき
ないため、さらに生徒の進路意識を高める日常での取り組みの工夫が必要であ
る。(高２)
文理選択などの指導を通じて、２年次以降の学習へスムーズにつながるように
指導・支援することが大切である。（高１）

8月29日に「先輩の話を聞く会」を実施。2期生と4期生の卒業生の話を聞き、在学時の過ごし方
や進路決定について講演いただいた。（中学）
他学年のキャリア教育計画を参考に、進路指導等を行った。(中1)

身近な先輩の経験は、中学生にも実感が湧きやすい講演となった。10周年式典
で最後となるが、今後も継続していく意義がある取り組みである（中学）
６年間を見通して、中高他学年のキャリア教育と情報共有しながら進めることが
できた。(中1)

4月「BYOD」一人一台端末の導入。(情報･高1)
授業用ipad80台整備(情報)
5月コロナウイルス感染拡大に備えた「オンライン授業日」の実施。(教務･高1～高3)

BYODの導入は2年目になり、研修や研究も進んでおり、年度当初からスムー
ズな導入や運用ができた。(情報・高1)
オンライン授業日の実施についても、生徒への事前指導や職員の授業体制がス
ムーズにできたため、混乱なく運用ができた。(高校)
ICT機器の活用を日常の学校生活の中でどう位置づけていくのか、まだまだ検
討を重ねていく必要がある。

節目節目で学年集会(4月、6月、8月の３回実施)を開いてキャリア担当係より話をし、意識の向
上に努めた。また、前期は学年通信を15回発行して、必要な情報を届けている。(高３)

模試、共通テスト、個別試験、推薦に関する情報を更にきめ細かく発信してい
く。(高３)

学年通信・学級ＰＴＡ・保護者説明会・学年集会等を通じて学校行事、進路・学習に関わる情報の
提供ができた。（全学年）
高校の進路便りや前年度の進学実績を紹介したり、学年PTAでは学力推移調査の過年度比較
等を説明したりした。(中学)

更に情報を充実させ、三者での情報の共有・理解を深めたい。（全学年）
第２回学力推移調査の結果を分析し、生徒、保護者へ説明していきたい。(中
学)

大学見学を実施し、信州大学繊維学部・医学部、長野県立大学の先生方の話を聞くことを通し
て、自分の進路について考える機会を設けた。(中3)

学年PTAや学年通信を通して、学習内容を伝えた。今後も情報提供や学習内
容を伝えていく。(中3)

科目数を絞らないことが本校生の進路選択にとって有利であることを強調し目標を下げないよう
に指導している。(高３)
学年会での各教科の取り組みの共有、生徒の学力状況・進路目標の共有と対策を検討した。(高
２)
進路講演会を実施して、大学選択や職業選択の視野を広げるように努めた。また、文理選択説明
会等の中で、大学や入試について知識を深め、幅広く学習することの意義を強調した。（高１）

模試の結果等を踏まえつつ、あきらめずに最後まで頑張らせたい。(高３)
高い志望を持たせながら学力の向上を図りたい。(高２)
各成績層に応じた取り組みの重視。および、２年次以降の進路指導を通じて、全
教科にわたる総合的学力の養成をめざすよう指導を行いたい。(高１）

６年間を通して、どのような力をつけていくかを意識させるよう生徒に話したり授業づくりをしたり
した。（中1）
立志館事業として「特別講座」(数学・英語を計画)を同窓会館で延べ34回実施。(中3)
8月「夏休み学習会」の実施。9月考査前「毎日CSS」の実施。(中学)
昨年度に引き続き、水曜日の放課後に「CSS」を行っている。（中学）

前期の成績等を踏まえ、後期の授業づくりをしていきたい。（中1）
後期に向けて立志館事業での講師の確保と謝礼の対応が必要。(中学)

定期考査や模試分析を通して各科目の学力を把握し、生徒の指導・支援に対処してきた。(高３)
面談や模擬試験等の機会を利用しながら、志望学部・大学等を考えさせる指導・支援ができた。
（高２）
学習成績や面談等を通じて生徒の実態を把握し、学年全体としても改善すべき点を確認、検討
した。(高１）

生徒のメンタルな部分も支援しつつ、学力の伸張を図っていきたい。(高３)
修学旅行明け、11月以降スムーズに受験体制へ移行できるようにしたい。（高
２）
生徒の学習実態を継続的に把握し、学年や各教科で情報を共有したい。(高１）

4月「スタディサポート」実施。(高1･2)
4月･9月・１月「学力推移調査」実施。「通知表」のほかに「テスト成績表（年2回）」や「学びの軌
跡」を発行。(中学)
学力推移調査の結果から学年の傾向を把握したり、個人結果をもとに個人面談や保護者懇談会
に臨んだ。（中１）
個別支援を必要とする生徒もいるので生徒の実態に合わせた授業内容にするように努めてい
る。(中3)

各考査の成績やスタディーサポート等を利用して学力や学習状況の把握を行
い、個別面談等の指導に生かした。生徒の学習実態を継続的に把握し、学年や
各教科で情報を共有したい。(高1･2)
　定期的に学習状況を振り返ることができる通知を発行できるようにした。学力
不振の生徒への支援を個人面談や補習等で充実させたい。（中学）
第２回保護者懇談会や個人面談に前期の成績を踏まえて個々に合った指導を
していきたい。(中1)
学力不振の生徒への支援を補習等で充実させたい。(中3)

78.3

学びの基礎診断等により
生徒の学力や生活実態な
どの情報を把握し、それ
を集団と個々に応じた指
導に活かすことができた
か。

17 37 7 79.1

79.9

進路情報を生徒・保護者
に向け有効に発信できた
か。

17 39 5 79.9

2
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キャリア教育体制を検討
し発展させることができた
か。

18 37 6

全教科にわたる総合的学
力を養成し、国公立大学
を中心に進路実現の可能
性を拡げることができた
か。

13 43 5
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A B C D

校内授業公開の実施5/26-6/10
職員研修会の開催6/15
授業充実のためのアンケート実施9/16-9/30
職員ICT研修会の実施4/28,6/15,9/21（カリキュラムデザイン）

各教科ごとに共通参観授業を決めて意見交換。ICT機器を中心に授業の工夫
を共有。
進学型単位制の導入検討を進めるとともに学習評価方針を確認し、観点別評
価の教科計画表作成。11月の研修会で課題を共有したい。
生徒の授業満足度が高いことを確認。教科、学年、項目によるバラつきの改善。
ロイロ研修、教科別に有効なオンライン授業・ICT活用場面の検討、
GoogleClassroomの活用方法を学び、様々な形で職員にICTでの学びに関
する情報を提供出来た。（カリキュラムデザイン）

科学リテラシー「卒業研究」「修学旅行に向けた探究学習」「卒業探究学習」(中3)
「棚田学習」「校外課題探究学習」「北陸研修旅行に向けた探究学習」の実施　9/27-29「北陸研
修旅行」の実施(中2) 　9/15･16「千曲市探索」の実施(中1)

10/18-20「修学旅行」の実施（中３）
課題研究は高校での「課題探究」へのつながりを意識して進めてきた。各自の卒
業研究が完成するよう支援していきたい。(中3)

入学当初から全教科でICT活用を進め、入学からどの段階でどのアプリを活用したか等、職員
で共有しながら進めた。(中1)

生徒の実態をふまえ、ICTをさらに有効活用できるよう研究したい。(中1)

５月「生活安全講話」「交通安全講話」実施（全校）
５月・７月・９月「交通安全該当指導」実施（職員）

４月、５月、６月は自転車の接触事故が多い。毎年、年度初めの呼びかけや該当
指導が重要。(生徒指導)

定期的に、駅構内での指導、帰宅時に同乗し乗車指導を行っている。また、方面別に集会を開
き、乗車の確認等も行っている。また、学友区会を開催し、地域ごとに集まり通学における危険個
所の確認等に努めている（中学）

今期も地域からお電話をいただくことが何件もあった。後追い指導にならぬよう
に、しなければいけない。（中学）
交通安全街頭指導の期間以外も登下校の様子を確認し指導していきたい。(中
1)

いじめや暴力のない安全
な学校生活を送るための
啓発活動ができたか。

７月「いじめアンケート」の実施。個別面談の実施。（全学年）
７月「性被害防止キャラバン」の実施。（高１）
各種アンケートをもとに生徒の支援に努めたり、いじめ・暴力等をはじめ他者への気遣いをでき
るよう学年集会等で指導した。（中1）
「いじめアンケート」を参考に個別に生徒から話を聞いたり、学校生活の様々な場面でいじめの
ない学校生活を送るよう指導した。(中3)

アンケートの結果、重大案件に認められる問題は見られなかった。今後、生活の
様々な場面でいじめのない安心安全な生活が送れる学校を目指して気になる
生徒に対してはアンテナを高くして見ていきたい。（生徒指導）
前期の第２回アセスの結果をふまえ、全体、個別に支援していきたい。（中1）
悲しい思いをする生徒が出ないようにアンテナを高くして見ていきたい。(中3)

19 40 2 82.0

担任やスクールカウンセラー・外部機関と連携し、生徒個別の状況に応じた支援を行うことがで
きた。(生徒相談)

引き続き、生徒や保護者に寄り添う適切で細やかな支援をしていきたい。(生徒
相談)

担任を中心に、生徒、保護者と連絡を密にとり個別に支援してきた。定期的な家庭訪問。こまめな
声掛けを継続的に行った。また、学年ごとのスクリーニング会議、担当者会、支援会議等を計画し
て支援に努めた。（中学）
担任を中心に、生徒、保護者と連絡を密にとり個別に支援してきた。(中1)
長期欠席の生徒をはじめ、学年職員で気になる生徒の家庭や生徒本人と連絡をこまめにとって
支援をしてきた。（中3）

不登校傾向の生徒については、学年ごとのスクリーニング会議、担当者会、支援
会議等を計画し６年間の見通しを持った指導をしていきたい。（中学）
前期と同様に連絡をこまめにとって支援するとともに、高校進学に向けて指導・
支援をしていきたい。(中3)

高校新入生保護者説明会での配付資料に不登校に対する不適切な内容が含まれており、内容
削除及び謝罪を行った。研修等を実施し、同じことを繰り返さぬよう取り組んでいる。(高校)
7月「松代大本営跡」見学(高1)
9/14職員人権研修会「いのちのＳＯＳ」（心の支援課向井健太郎氏）を実施。(人権教育)

研修会を通して「ＴＡＬＫ」の原則を職員全体で共有でき、有意義であった。生徒
向け講演会も「いのちＳＯＳ」というテーマで実施する。(人権教育)

7月に全校人権教育授業を行った。異学年の意見交換は多面的、多角的にとらえるきっかけ作り
となった。また、人権侵害となる社会問題について調べて共有する時間をとり、全校で人権作文
を書いた。（中学）
道徳をはじめ、各教科において意識して指導した。また、体罰は絶対にないよう教員間で生徒指
導の方法を共有して進めた。(中1)
行事、各教科の学習の中で人権教育を進めてきた。（中3）

年間を通じて、異学年と触れ合うタイミングは増やしていきたい。（中学）
後期も教員間で生徒指導の方法を共有して進めていきたい。(中1)

4月「学校要覧」作成。5月「第1回授業公開」実施。6月「中学校説明会」実施。「学校案内パンフ
レット」作成。7月「中学生体験入学」実施。8月「第2回授業公開」実施。
「ホームページ」週1回程度の更新。屋代高校前駅ホーム「屋高の窓」月1回程度の更新。(広報)

保護者への一斉送信メールを活用して、コロナへの対応から学年通信の配布ま
で、情報発信をおこなった。
コロナ禍のため、地域の方や地元の中学生に屋代高校に直接足を運んでもらう
機会を取りにくいので、情報発信を頻繁に行い、学校の取組や様子を幅広く伝
えていきたい。(広報)

教育活動を各種報道に発信したり、保護者へは学年通信等で発信したりした。(中1)
総合的な学習の時間を授業参観Weekで参観してもらったり、学年通信等で日々の生徒の学び
を紹介したりした。（中3）

後期は総合的な学習の時間にポスター、チラシ等の作成を計画している。(中1)
後期、総合文化発表会で中学3年間の集大成を見ていただけるよう努力した
い。（中3）

81.6

5

情
報
発
信

本校の教育活動の成果
を、保護者、小中学生、地
域に伝え、特色ある学校
として理解してもらうこと
ができたか。

20 33 7 1 79.5

人
権
教
育

すべての教育活動が人権
教育を基盤として行わ
れ、いじめや体罰のない
安心安全な学校づくりに
つながったか。

18 42 1

82.4

生
徒
支
援

個別に支援や配慮を必要
とする生徒に対し適切な
支援を施すことができた
か。

22 38 1 83.6

80.7

4

生
徒
指
導

通学中の交通事故をなく
す努力ができたか。

22 35 4

3

教
科
指
導
・
授
業
改
善

探究的な学びに取り組む
姿勢を育てる魅力ある授
業が提供できるよう、ICT
活用のための研究を進
め、教科指導の研鑽に努
めることができたか。

18 39 4
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A B C D

生徒総会２回，一斉委員会１回開催，週１回定例役員会を開催。さらに行事ごとに必要に応じて各
委員会ごとに臨時委員会を開き、生徒の自主的活動を支援できた。
班長会５回，班室清掃３回行い，班活動の活性化を支援した。(生徒会)

引き続き、中高の協力体制や連携のあり方を模索して行きたい。(生徒会)

鳩祭へ向けて一斉係会３回実施のほか、例年と異なる状況へ対応するために正副鳩長と係職員
の打ち合わせ会を週１回実施。(生徒会)

来年度の鳩祭へ向けて、新役員との打ち合わせ会を実施し、内容・分担の見直
しの検討を始めている。(生徒会)

昨年度より、全校参加生徒会として授業内のＬＨＲで実施している。また、10周年という節目に
「サスティナブルな学校」と題して、屋代附属中SDGｓの提案、10周年記念式典でのイベント計画
を行っている。(中学)
鳩祭などの行事だけでなく、常日頃から生徒一人一人の活動を見取り、指導・支援した。(中1)
創立10周年記念の記念制作を進めたり、全校討論会を行ったりした。また、各委員会活動を通し
て、附属中学校の生活がより充実たものになるように取り組んだ。(中3)

２学年への進級についてふれながら、責任感ある活動に取り組ませたい。(中1)
引継ぎなどの機会を大切に支援していきたい。(中3)

生徒一人ひとりが、生き
生きとした活動をすること
ができたか。

コロナ対策に注意して準備・運営をすることで、鳩祭やクラスマッチなどの生徒会活動が例年に
近い形で実施できた。特に鳩祭は3年ぶりに生徒の家族に公開することができた。(生徒会)
全校参加型の生徒会2年目、一人一人に対して活動の見取りを丁寧に行い支援した。(中学)

全校生徒が生徒会活動に関心を持ち、参加できる機会を増やしたい。(生徒会)

日常清掃の際に、生徒と職員がごみ集積所で分別の確認をしている。職員にも清掃分担を割り
振り、清掃がきちんと行われるよう日常的に指導をしている。清掃用具の補充は二ヶ月に１回程
度行っている。
生徒会清掃委員会と連携し、第１回目のワックスがけ（4/2）、モップ交換（9/2）を行った。古紙等
の資源物は買い取ってもらい、生徒会の収入としている。(厚生)
無言清掃に取り組み、学校の美化に努めた。（中3）

６月、ごみの収集業者より本校の分別はよくされているとお話しいただいた。後
期も定期的な用具の点検、補充、古紙等のリサイクルを行う。11月に落ち葉等の
外掃を重点的に行う。
生徒会清掃委員会と連携し、第２回目のワックスがけ、モップ交換を行う。(厚
生)
無言清掃の意義を生徒会から全校生徒へ発信する。(中3)

令和4年度　前期　新型コロナウイルス感染症予防についての取り組み（保健）
【全体での取り組み】
　・生徒は健康チェックカードへ記入し、担任は朝のＳＨＲで健康観察を実施
　・学校全体の授業や行事を三密にならないよう工夫し、個々でも行動に注意
　・マスクの着用の徹底　・こまめな手洗いや手指のアルコール消毒の心がけ、意識の向上
　・教室の換気（扇風機の有効活用）　・清掃時に大勢が触る箇所の消毒作業　・昼食時の黙食
【保健委員の活動】
　・放送で、手洗い、昼食時の注意、換気促進等の呼びかけ
　・ハンドソープと消毒用アルコールの補充　・授業や休み時間の積極的な換気
　・クラスマッチや文化祭等の行事での消毒作業
　・保健だよりを使った啓発活動。中学生はデジタル保健だよりで昼食時に配信
【購入品】
　・ハンドソープや消毒用アルコール、次亜塩素酸ナトリウムや衛生用品を十分確保
　・トイレ清掃用具・便器除菌シートの充実・サーモカメラの設置・校舎の網戸の追加設置
【その他】
　・強制はしていないが、各家庭の判断で予防接種を受ける生徒も大勢いる。

日常の学習活動から班活動まで、すべての活動で感染症予防に取り組み、前期
は学校内で大きな感染拡大がおきることなく学校の活動を行うことができた。後
期も引き続き感染拡大防止の意識を持続し、また設備や物品面もさらに充実さ
せて、生徒が安心して学習活動や班活動に取り組める環境を整えていきたい。
(保健)

　　指標は、A(4点)， B(3点)， C(2点)， D(1点) として最高100点となるように換算しました。　　　〔換算式〕　25×（4点×Aの数＋3点×Bの数＋2点×Cの数＋1点×Dの数）÷総数

84.8

校
内
美
化

清掃用具の充実を図ると
共に、生徒が自主的に校
内美化を進められるよう
に、指導・支援を行うこと
ができたか。

16 39 5 1 78.7

全
体

生
徒
会

質実剛健の気風を大切に
して、執行部と各会員が
一体となった自主活動の
ための指導支援ができた
か。 27 31 3

評価項目 評価の観点 前期の取り組み 前期の成果と反省・後期への課題
職員評価

指標
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